
１　施設の概要

施設名

所在地

制度導入年月 所管課

２　指定管理者の概要

指定管理者

所在地

指定期間 年数

選択方法 期間合計

受託区分 令和７年度

３　利用実績 単位：人

施設利用者 R3 R4 R5 R６ R７

目標数 48,160 23,410 74,025 72,500 73,200

実績数 45,497 26,727 90,865 92,197 95,069

４　収支実績 単位：円

収入

指定管理料

利用料収入

その他の収入

合計

支出

人件費

事業費

事務費

合計

収支

５　指定管理者による自己評価

１８８,０００,０００円

５年

３７,６００,０００円
指定管理料

白石市文化体育振興財団

白石市鷹巣東２丁目１番１号

非公募

更新

令和７年度　指定管理者事業評価書

今後の目標

白石城は、復元開門３０周年の節目の年であった。記念イベントとして、プロジェク
ションマッピングやフードマルシェなど新しいイベントを実施。また、インバウンドの
増加で、入館者が昨年度を上回るとともに、新商品、新メニュー開発の取り組みで売上
も増加した。

引続き、市や市内活動団体、市内宿泊施設と観光連携を図るとともに、最新情報を常に
発信するようホームページやXを積極的に活用し集客に努める。また、プロジェクショ
ンマッピングを活用したイベントの実施、オリジナル商品の開発などに積極的に取り組
んでいく。

令和５年４月1日～令和１０年３月３１日

白石城、白石城歴史探訪ミュージアム、武家屋敷、白石市小十郎プラザ

白石市益岡町　ほか

平成２０年４月 まちづくり推進課

-10,594,000

59,333,000

48,576,000

37,600,000

77,082,825

評価

16,871,000

124,780,000

予算 実績

14,957,385

119,334,689

37,600,000

76,520,000

66,000

114,186,000

予算

-4,513,308

138,556

114,821,381

実績

57,238,771

47,138,533



評価項目及び評価基準
所管課
評価

1

施設の管理運営方針について B

平等な利用の確保とサービスの向上を図る具体的な取組みについて B

他施設や市、地域との交流・連携について B

施設利用者の要望や意見の把握及び対応について B

2

施設の有効活用、利用者増への取組みについて B

施設の効率的運営、経費縮減のための取組みについて B

事業内容について B

施設維持管理について B

3

安定的な運営が可能となる人的能力について B

市への納付金支払額について

施設管理の安全性（個人情報保護の取り組みについてを含む）及び緊急時の対応につい
て

B

収支計画の実現可能性について B

団体の安定性、継続性について B

６ 個別評価

【市の総合評価】　 B
施設の運営管理について、協定書、仕様書、事業計画書に基づき適正に行われている。また、プロ
ジェクションマッピングやフードマルシェなどの新しい取り組みを実施するなど、交流人口拡大に向
けて努めている点が評価できる。一方で、「施設の効率的運営、経費縮減のための取組みについて」
は、単なる経費削減にとどまらず、レストランの新メニュー開発やプロジェクションマッピングを活
用した誘客事業、東北ずん子等の人気の高いコンテンツとのコラボレーションなど、新たな収益確保
の取組を検討いただきたい。また、今後も物価や人件費の高騰が見込まれることから、飲食メニュー
の価格や施設利用料等の適切な見直しを検討していただきたい。
「団体の安定性、継続性について」は、施設長会議や全体会議を継続し、組織の課題や財政状況を全
体で共有することで職員の更なる意識改革を図るとともに、業務内容・業務分担・業務手順の見直し
を行い、標準化・効率化を進めてほしい。

【指摘事項】

事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有するものであること。

公の施設の効用を最大限に発揮させるとともに、管理に係る経費の縮減が図られるものであるこ
と。

住民の平等な利用が確保されるとともに、サービスの向上が図られるものであること。

【評価基準】

Ａ （優 良） 計画書等を上回る優れた施設運営が行われた

Ｂ （適 正） 計画書等に沿った施設運営が行われた

Ｃ （課題有） 概ね計画書等に沿った施設運営が行われたが課題がある

Ｄ （要改善） 計画書等の水準に達しない施設運営であり、改善の必要がある


